
（別紙３）

～ 2026年　3月　10日

（対象者数） 21 （回答者数）

～ 2026年　3月　10日

（対象者数） 12 （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもが計画した「夏祭りイベント」時間の確保は必要だっ

たが、子どもたちが自分たちで考えて実施するようなプログ

ラムも今後は増やして、子ども達が参加したいと思えるプロ

グラムを提供していく。

2

効果的で統一した支援を行う為に、児童の様子を保護者のみ

ならず、相談支援員、園関係者とも情報共有し連携して支援

を行う。

3

保護者からの相談や申入れへの対応はもちろん、こどもから

の相談にも迅速かつ適切に対応していけるように、こどもが

安心して相談出来る関係性や、環境の整備をチームとして行

う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

放課後等児童クラブとの合同イベントは定期的に実施出来て

いるので、地域イベント等の情報収集を行い、地域のこども

との交流する機会を増やしていける様なプログラムを作成す

る。

2

ペアレント・トレーニングの研修にスタッフは参加したが、

保護者への案内が出来ていなかったので、保護者も参加出来

る研修会の情報収集し、案内を行う。

3

高評価のプログラムだったので、来年度も実施予定。きょう

だいの参加も楽しみにして頂けているので、回数を増やして

ブログやSNS等を活用して配信もしっかりと行い実施してい

く。

放課後等児童クラブや児童館との交流や、地域で他のこどもと

活動する機会が足りていない。

地域クラブや放課後等児童クラブとの合同イベントや、外食活

動などで地域の方々との交流する機会はあるが、保護者への配

信が足りていない。

事業所では、家族に対して家族支援プログラム（ペアレント・

トレーニング等）や家族等も参加できる研修会や情報提供の機

会等が足りていない。

送迎時に家庭での困りごとや相談等には個別で対応させて頂

き、一緒に支援方法等のお話は出来ているが、保護者が参加も

出来る研修会などの情報提供が足りていなかった。

父母会の活動の支援や、保護者会等の開催により、保護者同士

の交流の機会が設けられているなど、家族への支援がされてい

るか。また、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、

きょうだいへの支援が足りていない。

保護者会等の開催は無く、保護者参観日としてプログラムを実

施。当日は保護者やきょうだいの参加もあり楽しんで頂けた

が、周知や実施回数が少なく配信が足りていない。

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が

客観的に分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支

援計画）が作成されている。

日頃から児童の様子をスタッフや保護者と共有が出来ており、

ニーズや課題を個別支援計画作成に反映する事が出来ている。

個別支援計画作成の際は、アセスメントを基に原案会議を全職

員で行い、日々の様子、課題、対応等を協議して共有する事

で、チームで統一した支援を意識して実施している。

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備

されているとともに、こどもや保護者に対してそのような場が

あることについて周知、説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されている。

日々の連絡帳や送迎時に、その日の状況を保護者としっかりと

情報共有が出来ている。相談や申入れがあった際には迅速に対

応出来るように、全職員で情報共有し報連相を徹底して行えて

いる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所の活動プログラムが固定化されないように工夫されてい

る。

5領域を基に、支援の中で子どもの様子や意見を聞き入れてプ

ログラムに取り組めている。保護者の方々からの相談にも乗り

ながら、保護者参観や、走り方教室など様々なプログラムを実

施する事が出来た。

○事業所名 ピース(放課後等デイサービス)

○保護者評価実施期間
2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


